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　The 　taste　preference　 of 　pupils　wi 重h　 mcnta 正and 　physical　disorders　was 　investigatcd　and 　 com ・

pared　with 　that　ef 　norrnal 　children ．　 An　inq嚼 。f　the 　tastc 　preference　was 　madc 　t。 146　pupi且s

in　w ¢ ak 　children
’
s　cla 鋸 es　and 　900　normal 　children 　as 　control 　in　order 　to　find　the　tendency 　of 　the

preference　 toward 　 swect
”

sour ，　 salty
，
　 and 　 bit吐er　 tastes．　 RespondentS　 were 　 classificd 　 according

to 　thcir　age （from　6　to　l　1，12　 to　M ，　and 　15　to　l　7　years 　of 　age ）and 　kindヨ of 　disorders．　Degrees
and 　patterns　of 　the　taste　pre1ヒrence 　were 　explicaIed 　by　using 　Duncan’s　Multipk　Range　Tesこ and

Hayashi’s　Qりan ヒi丘cation 　Method 　IH ．　 In　wcak 　p叩 ils　rangi   from　6　to　l4　yca膰 of　agc
，
　the

degr  of 　tastes　was 　lower　than 　that 　of 　normal 　chi 蓋dren，　while 　no 　difference　 was 　fbund　 in 祀 spon ．

dents　aged 　15　Io 且7．　In　1he 　classificatien 　based　on 　kinds　 of　disorders，匸he　degree　of　tas ヒes　of 　re −

spOndents 　 was 　decreased　in　the　 order 　 of 　the　Ib且lowing： 馳 ormal 　 children ＞ pupiis　 of 　autism 　 and

of 　mental 　 retardation ＞pu匡lps　 with 　 organic 　disorders（ゴ．6．　 cerebral 　palsy　 and 　Down 　 syndrome ）．
The 　 tastc　 prcfercnce　 was 　 also 　 mutually 　 rela こed 　 with 　 kinds　 of 　disordcrs．　 Namely ，　pupi15　 with

o   anic 　disordcrs　have　a　tendency 　to　prefer　sweet 　fbods，　whi 雇e　p叩 ils　of　autism 　and 　men ヒal 　 re −

tardation ，　and 　normal 　ch ；ldren　to　prefer　sour 　and 　salty 　fOdds．
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　1． 緒　　貫

　一
般 に 味覚は Hcnning の 提起 した基本的 な 4 原味，

「甘味 」，「酸味」，「鹹味」（以下 「塩味」 と よ ぶ）， 「苦

味」 に よ っ て 成 り立 つ とい わ れて い る．私た ちの 感 じる

味は こ の よ うな味覚伝達神経を通じて の 化学感覚だ け で

なく，その 食晶の 弾性，歯ごたえ などの 物理感覚をも包

含 して い る．さ らに 加 え て ， 食味嗜 好性 は性 ・年 齢、健

康状態， 運動量 ， 既往症，体質 ・体格な どの 生 理的要因，

食環境，食習慣，食経験 ， 食欲求 ， 食意識 な どの 社会的，

心 理 的要因等多くの フ ァ ク ターの 総合評価 され た もの で

ある．した が っ て こ の 嗜好性 は，性 ・年齢，生活環境を

は じめ 上 記の 種 々 の フ ァ ク タ
ー

に よ っ て 当然差が生じ，

各 フ ァ ク タ ーご と に 共 通の 嗜好が存在す る の で は ない か

と考え られ る．著者ら は既報にお い て ヒ ト （健常者）の

食味嗜好の 傾向を 性別
・
年齢別 ， 生活環境別 に 分け て調

査 し報告 して きた
1）nyS｝．また こ れ まで に も多くの 嗜好調

査の 研究
ne ） が な され て い るが，養護学校の 児童生徒 を

被検者 と した 調査報告は 少な い よ うである．そ こ で 本研

究で は 身体的 ハ ン デ a キ ャ ッ プ と精神遅滞を伴 っ た養護

学校の 児童生徒 （年齢 6〜量7歳）お よ び対照群 の児童生

徒を対象 とし て 食味嗜好調査を実施 し，その 結果を性 ・

年鈴，障害別に 分類 し，食味 に 対す る嗜好偏向お よ び嗜

好程度を 比較検討 し た．そ して 被検者 の 食味嗜好度 に 数

量 化 皿 類を適用 し ， 上 記の 分類別 に 多次 元 デー
タ を 少

数の 嗜好パ タ
ー

ン に 縮約表現 し，
カ テ ゴ リーお よ び嗜好

食品り空間布置を概観 した．
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　2．　　罰査資料な らび 1こ解析フ「法

　 1） 調査資料

　岡 山市内の 養護学校 の 男子 105名，女子 4t名の 計 146

名，対照 群 と して 岡山市内の 小 ・中 ・高校生男子 420名，

女 子 480 名の 計 900 名を被検者 と し て，食味嗜好調査を

実施 した，本調査 に用 い t4 味食品群は ， 女子短大生 に

対す る食味 イ メ
ージ 調査

3）9 ）

に よ り甘 ・酸 。塩 ・苦味食

晶 と し て 選出 され た 6 晶 目ず つ で ある．こ の うち苦味食

品 と し て 選出 され た ビール を 除 い た 23品 目に 対 して，

その 嗜好度を 「相当好きJ （評点 5点）か ら 「相当嫌い 」
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（評点 1 点）の 5段 階に 数値 化 し，被検者個人 ご と に 嗜

好度を 髑査 した．養護学 校児童 生徒 の 調査 に あた っ て は

日頃 の 食体験を詳 し く把握 し てい る養護教諭が直接面 接

し，「聞き取り」お よび 「行動評 価」 を 行 い 回答を求め

た．調査形式は 質問紙法1こ よ っ た．

　こ れ らの 資料につ き被検者を年齢別 で は 6〜11歳，12

〜皇4歳 ， 15〜艮7歳の 3 カ テ ゴ リーに ， 障害別に は   脳

性小児麻痺，  ダ ウ ン 症候群，  屋筆症候群，  精神

遅滞．  自閉症 の 5 カ テ ゴ リーに 分類 し た．身体的 ハ

ン デ ィ キ ャ ッ プ と精神遅滞を伴 っ た 児童生徒は精神遅滞，
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Fig．　L　Gomparison　of　values 　on　taste 　prefe1℃ncc　degrec　belween　cQntrol 　groups　and 　group5　with

　　　 mental 　and 　physical　disordcrs　accordin 巳 to　sex 　and 　age

口 co 瞭 o 星groups ， 圏 grouI埒 with 　 mcn 電al　 and 　physical　diSorders．　 Mean 土 S．E．（ ） age ．
Values　 were 　ca 置culated 　 from　 a　 survcy 　 on 　 tastc 　pre｛ヒrence ．　 Signi丘can   was 　 determincd　by
Duncan ’

s　Mu 且tiple　Range 　Test： 牌
ρく 0．Oi　 when 　compared 、with 　control ．　 Con颱 1　groups　 consiSt

of 　school 　children ，　junier　and 　scnior 　high　school 　pupils　in　Okayama 　City．
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屋攣症候群，不 随意運動等の 状態に よ っ て さ ま ざまに 分

類 さ れ る が 置ω ，本報告 で は 養護 学 校群 146名の 出 現頻度

か ら，器 質的 な障害 （  脳 性小児麻痺 ，   ダ ウ ソ 症候

群，  座攣症候群），機能的 な障害 （  合併症を伴わ な

い 精神遅 滞 ，   自 閉症）に 類別 した．こ こ で 器 質的な障

害群 71名の ほ とん どが 重度か ら軽度 の 精神遅滞状態を

合併 して い た ．また 自閉症とは 正常な知能を有す る が，

何 らか の 行動異常 （主として 過動性）を示す もの で ある．

二 つ 以 上 の 障 害を 伴 っ た 被検者に つ い て は 重 複 して数 え

た．以上の 分類 は，養護学校 の 嘱託専門医が 行 っ た既往

症 ，脳 波 検査，IQ テ ス ト （行動 ・言 語）等 の 記録 に よ

　 　 　 o囗ntm ［ 冨剛P
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っ た．調査 の 時期 は 且986年 星0 月で あ る．

　2） 解析方法

　性 ・年齢別 お よび 障害別 の 甘 ・酸 ・塩各味嗜好度の

解析 に は 平均値の 差 の 検 定 （Duncan
’
s　Multiple　Range

TeStll ）

）を 適用 した，また 食品 23品 目の 食味平均嗜好度

を変量 に選 び性 ・年齢別 お よび障害別 に嗜好度を数量化

した うえ で，各食品 の 各 カ テ ゴ リ
ー

へ の 反応パ ターン を

O−1 行列に 換え， 前報
s｝

に ならい 数量化 皿類
12，13）

に よ

り分 析 した．個 体 お よび カ テ ゴ リー
に 付与 された 数量の

散布図を描 ぎ，性 ・年齢別お よび 障害別の 嗜好 パ タ ーン

の 相違 を概観 した ．
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Fig2 ．　Cornparison　of 　values 　on 　tastc　prefcrence 　dcgree　bctween　 control 　g四）up5 　 and 　groups　wi 【h

　 　 　 　 mental 　and 　physical　diSorders

Mean ± S．E ．　Values　were 　calculated 　fro1n　a 　survey 　on 　tastc　preference．　Significance　was 　detcrmined

by　Duncan ’
s　Muhiple 　Range 　Test：

樽

ρ〈 0．OI　when 　compared 　with 　comro1 ．　Cont701〔「oups 　consist

of 　school 　children ，junior　and 　3enior 　high　sc ｝1001 　pup 藍ls　in　Okayama 　City．
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　3．　結果ならびに考察

　 1）　性 ・年齢別 の 各味嗜好度の 解析

　Fig．1 は 被検者 を 性別，年齢別，学校群別の 12 群に

分類 し，甘 ・酸 ・塩味食品 に 対す る食味嗜好度を表 した

グ ラ フ で あ る．養 護 学校 群 と対 照 群 の 嗜好度 に 差 が あ る

か 否か を各年齢別 に 比較 した．各品 目 と も前述の よ うに

嗜婦度 を 5段階評価 し，カ テ ゴ リーご とte，食味別に そ

こ に 属す る被検 者 の 嗜 好 度総 得 点 を 集計 した ．そ し て そ

の カ テ ゴ リー
内の 平均値 （標準誤差を付した ）を求め，

こ の 値 を Fig．1 に お ける食味嗜好度 と した．な お 甘
・

酸
・
塩味食品各 6品 目を ま とめ嗜好 度総得点 を算出 した ．

た とえ ば よ うか ん 「椙当好き」 （5 点），まん じ ゅ う 「少

し好 き」 （4 点），ア メ 「ど ち らで もない 」 （3 点），ア イ

ス ク リーム 「少 し好き」（4 点），チ ョ
コ レ ート 「少 し好

き」 （4 点），シ ョ
ー

トケ ーキ 「ど ち らで もない 」 （3点）

と回 答 した 被検者で は 甘味食品の 嗜好度総得点は ， 23点

となる．苦味食品 に つ い て は ビ
ー

ル を除 い た 5 品目に っ

い て調査回答を求め て い る ため ，
こ こ で は 検定を 行わ な

か っ た．左 上 が甘味食品，右 上 が酸味食品，左下 が塩味

食品，右 下が 甘 ・酸 ・塩 味食品 18品 目の 総 合値 で あ る，

甘
・塩 味食品 に 対す る嗜好度 で は，養護学校群 （6〜11

歳，12〜14歳）は 対照 の 小 ・中学生に 比べ ，有意に 低値

を 示 した が，養 護 学 校群 （15〜17歳）と対照 の 高校生 と

の 間 に 有意差は み られ なか っ た．酸味食品へ の 嗜好 lt関

して，養護学校群は 対照 の 小 ・中 ・高校生 に 比べ ，い ず

れ の 群間 に お い て も有意に 低値 を示 し た．そ し て 総合値

で嗜好度を 比較 した 場合，養護学校群 （6〜11歳 ，
12〜

14歳）は 対照の 小 ・中学生に 比 べ ，有意 に低 値 を示 した

が，養護学校群 （15 〜 且7 歳） と対 照 の 高校 生 との 間 に 有

意差 は み られ な か っ た ．また 養護学校群 と対照群 の 食味

Table　1．　Taste　prefetrncc　degree　of 　lhe　l2　groups

Centr。且groups

Agc 6〜ll 12〜14 15〜

　Malc
（n・＝100）

Femalc

（π 司100）

　Male
（π 司 oo）

Femakl
曜 ＝loo）

　Male
（n
＝・220）

LYoukan

2，Manju

3，　Candies

4．Ice　cream

5．Chocolat¢
6．　Short　 cakc

7．Natsumikan

8．Hassaku

9．Urneb （rshi

lO．　 Yogurt

H ，Lemon

l2．　 Grapefu血

且3．　Potato　chips

l4．　Shiokara
！5，　Salted　Konbu

l〔廴　SaSted　vcgetablc

17．　Sai豊ed 　poUak 　roe

且8．S』重edf 誌h

且9，Celery
20．Grcen　tea

21．　Swect　pepper

22．　Parsley

23．Coffee

3．95土 且．21

4．13士 LO9
4．34± O．　09

4．82± O．67
4，40± 1．01

4，73± O．79
4．25± O．95

3．93± L17
3．45 士 1．50

4．57：士α 89

4，28± 1，04

4．39± 且．08

4，78土 0．46

3．03土 1．78

3．43 ± 且．56

3，67士 且．42

3．74± 1．48

3．68± 1．44

2．51± 1，69

4，24 ± 且．08

2，98± 1．58

2．69± 1．55
4．16± 1．4且

3．13 ± 1．50

3．43± 1，42

4．54±0，88
4，B5± 0．54

4．47± 0，96

4．60± 0．87
4．31± 且，01

4，19± 1．09

3．65 ± 1．43

4．45 ± 1．03

4マ17士 1．20

4，54± 0，32

4，76±0．61

2，67 ± 1，8g

3，26± 1．57

3，79± 1，26

3．49± 1．67

3．53 ± 1、4嘩

2，19± 1．57

4．41± OL　94

2．50± 1。63

2，38± 1．39

3．54± 1，59

3．49 ± i．40
3，67± 且．3且
4．19±0，91
4，8且±α 55

4．32± 1，0肇
4，57 士O．　8些

4．01 土 1，16

3．91± 1．22

3．26 ± 且．45

4，55± 0，80
4．09 ± 且．10

4．33」：0．99

4．46 ±0」85

3．0鳳± 1．4S

3，15士 且．4且

3，58 土 1．23

3，50 ± L　es

3．　68± 且．26
2，弼 ± 1，37

4，且7±0．90
2．79 ± 1．56

2．64 ± 且．38

4．06± 1．34

3．　07± 1．44

3．09± 且．37
4．48士 0．82

4，94±O，28

4，54± 0，92
4．42± 1．08

4，22± 1．02

4．04± 1．11
3．63± 1．38

4．36士L 且4
4．　43± O．　es

4．48± 0，96
4．58：ヒ0．82

2．96± 1，42

3．仙 ± 1，33

4．05韭 1，10

3．74± 1．38
3．5且± 1．22

2．31± 1．45

4．跖 ± 0，73

2．90圭 1，54

2．39士 1．29

3．62± 1，42

2．97± 1，26

3．26± 1．17
3．84±0．94

4．57±0，72

4，且0 ±0．99

4．36±0．9豊

3．5量± 量．12

3．46± 1，且2

3。06 ± 1．15
4．23士 量．02

3，79± 量．oo

3、86士且．11

4．20±0．88

2．52± 星，34

2．70± 1。18

3．43± Lo9
2．91± 且．28

3．15± 且．星2
2．14± 且．置5

3．81±O．89
2．73± 1．14

2，21± 1．置0

4．11± 量．11

Mean ± S．D ，　 Values　were 　calcul 飢 司 臨   a5u 時 on 蹠 p雌 rcnce ．　 Control　groups　consiSt 　of 　schoal　children ，
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養 護 学 校 児童 生 徒 の 食味嗜 好性

嗜好度 の 差 は ，年齢別 の 分類 で は 酸味 〉 塩味〉 甘味の 順

で 大 となっ て い た．

　2）　障害別の 各味嗜好度 の 解析

　 Fig・2 は養護学校 の 障害群 を前掲 の よ うに 分類 し，

Fig・1 に な らい 甘 ・酸 ・重味食品 に 対す る 嗜好度を表 し

た グ ラ フ で あ る，障害 の 違 い に よ っ て 嗜好 度 に 差 が あ

るか 否 か をみ た もの で あ る．な お 対 照 群 と し て は 岡山市

内の 小 ・中 ・高校生 900 名の 中か ら養護学校群 と年齢構

成 をほ ぼ 同 じ割合 に し て 無作為tC男女各 亘00 名を抽出 し

2群を作成した，甘味食品へ の 嗜 好 に 関 し て
， 障害群

は ，対照 群 に 比べ て 10群間中 5群 間で有 意 に 低 値 で あ

っ た ．酸味食品に 対す る 嗜好 度 で は ，障 害 群 は 対 照 群 に

比 して ，い ずれの 群間 に お い て も有意に 低値を示 した ．

塩味食品に 対す る 嗜 好度 で は ， 障害群は対照 群 に比 し

て ，ほ とん どの 群 間で （10群間 中 8 群間），有意 に 低値

を示 した．そ して総合値 で 嗜好度を比較 した 場合，障害

群は対照群 に 比 して ，
い ずれの 群間 で も有意 に 低値を示

した．食味嗜好度は，器質的障害群 く 自閉症 ・精神遅滞

群く 対照 群 の 順 に ほ ぼ低値傾向が うか が わ れ，障害の 違

い に よ る 嗜好差 が知 られ た．障害群 と対照群の 食味嗜好

度 の 差 は，Fig・1 同様 に Fig・2 で もほ ぼ 酸味 〉塩味 〉

甘 味の 順 で 大 とな っ て い た．

　3）　性
・年齢別の食味嗜好パ ターン

　Table　1 は，性
・年齢お よび学校群に よ っ て層別 した

12群で ，23 品 目の 食品が どの 程度好 まれ るか に つ い て，

5段 階評 価 に よ る嗜好調査結果に 基 づ き，示 し た も の

で ある．各食品 ご と 各 カ テ d リ
ー
別 に 嗜好 度褐点 の 平均

値 （以 下，食味平 均 嗜 好 度 と よぶ ） を 算出 し，標 準 偏 差

を付け て表 した．養護学校群 と対照群の 食味平 均嗜好 度

を比 較 す る と，同一
学校ffの 間で は ，食品 ご との 嗜好度

acc ・ rding 　t・ sex 　 and 　 age ・n ・the・23・items ・ f   d

Groups　with 　mcnlal 　and 　physical 　disorders

17 6 〜11 12〜置4 ユ5〜且7

Fcmale

（n
＝280〕

Malc
（n＝47）

Femate
（n ＝14｝

Male
（n ＝・29〕

　Fcmale
　 ＠ − 9 ｝

2．78± 1．03

3．33± 1．05

3．33± 1．05

4，44± 1．07

4，33± 0．82

4．78± 0，喋2

2．33± 0．67
2．67± 1．05

2．畳1± 1．20

3．56± 且．3φ

2．33± 1．05
2．78± 且．13

4，78± 0．42

1．89± 1．10
3．11± O．99

3．22± 0．63

2．22± 1．23

3，56± 0．83
1．89± 0．87

4．00± 0．82

2，89土0．99
1，89 ±0」87
3．44± 1，07

Male

（n ・．291
FcmalcCn

・18）

2．69± 1．22

3．且1± 1．27

4．14± 0，86

4．77土 0．57

4．24± 1．00

4．62 ± 0．77

3，go± LO6

3，89± 1．07

3．且0± 且．29

4，34土 1．14

3．94± 0．96

4，09± Los

4、24± 0，98

2，14± 1．32
2．68± 1，20

3．59± 1．04

2．70± 且，43

3．28± 置．且2

1．74± 且．15

3．91± 0．94

2．97± 1．23

2．　09± 1．17

3．69圭 1．33

2，71 ± 1，覗

3．31 ± L42

3．BB± 1．35

4．50 土O、91
4．54 ± O．82

4．33 ±0．85

3．21 ± 且．53
3．65 ± 且．48

1．92土 1．22

3．88 ± 1．42

2，54± 1．46

3，38 ± 1．51

4．54±0．87

1，85 ± 1．34

2．85 ± 且．63

3．29 ± L53
2．67± 1．49

3．77 土 且．18

量，73 ± 1．06

4．25 ±0L　95
3．06± 且．33

1．92 ± 1．15

3．08 ± 且．48

2．83 ± ！．46

3．42± 1，11

4．17土0．90

4．33 ±0．85

4．58±0，64
4．33 ± 1．且8

3，25±1．36
3．92 ± 1，26

2．00 ± L．OB

3，75± 1．09
3，17士 1，28

4．08 ± 1，04

4，17± 1，07
且．50 土0L　87
2．83 ± 1．34
3．42 ± 1，44
1，92± 1．04
3．75 ± 且．16

2．50± Ll9
4．08 士 O、　86

3．且7± 1．34

2．33 ：ヒ1．18

3，25士 1．23

3．07± 1．36

2，97 ± 1，47

3．38± 1，52

4，3且± 1，02

4．21± 且．27
4．00± 1，23

3．41 ± 監．45

3．93± 1，3且

2。90± 1．56

3，72± 且．34
3．07土 L46

3，66± 1．35

4，52士 0．93
2．38± 1．45

2．76± 1，25

3．45± ！．22
2．90± 1．49

4．14± 0．97
2．17：ヒ1．29

4，3苴± 0．88

3．2且± 1．40

2．59± 1，30
3．38士 1．且3

3．41± 1，30

3．86 ± 1，20

3，59± 1，35

4，55± 1，04

4．41± 1，00
4，72± 0，83
3．14±1．28
3．69± 里．32

2．且8±1，28

4．10± 1．32

2．93± 1．23
3．46± 且，45
4．34± 1．03
2．10± 1．37
2，97± 1．38

3，38± 且．45
2．59± 1，43

3，52± 1，33
2．38± 且，42

4．28± O．　91

3．17± 且．34
1．93± 置．14

3．72± 1，36

2．89± 1．45

2．89 ± 1．37
3．89± 1，且0

4，覗 ±O，68
4．22± 1．且8

4．06± 且，03

3，61士 1．11

3，94± 0．91

3，06± 1．き9
4．17± 1．17

2．94± 1，且3

4．06± 1．03
4．56±0．68
2．72± 1，37

3．33± 1．00

3．44± 1．3B
3．67± 1．ll

3．50士 里，26
2．22± 1．23

4，11± 1，00

3，22± 1，06
2．28± 1，10

3．33士 1，仙

junior　and 　senior 　high　school 　pupils　in　O   yama 　Ciヒy・
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は 近似 した 数値を と っ て い る が，養護学校群 とそ の 対照

群 との 問で は，養護学 校群 が 対照群 に 比 ぺ て，低値傾

向を示 し て お り嗜好度に 差 が あ る こ とが 読 み 取 れ る．

Table　1 に示 した 各食品 の 12 の カ テ ゴ リーに 対す る 食

味平均嗜好度デー
タ に，食品項 目間お よ び カ テ ゴ リ

ー
間

の 相互 関係 に つ い て 検討す るた め，数 量 化 皿 類を適用

し た．Tablc　1 の 値 を もと に cr1 行列を作成 し癬析 した

結果，得 られ た 固有値，カ テ ゴ リ
ー
数t ，個体 の 数量 は

そ れ ぞれ以 下に 示 す Tablc　2 の とお りで あっ た．本 報

で は 3番目以下の 固有値 は 小さい の で 2 次元の 数量 ま で

と りあげ る こ とに し た．カ テ ゴ リ
ー
数量お よび個体 の 数

量の 散布図 を 2 次元空間に 描けぽ，Fig．3 が得られ る．

カ テ ti リー
数量に み られ る よ うに ， 1軸で は 養護学校群

の 幃 とん どの 群の 係数が 正 の 値，対照群す べ て の 係数が

負の 値を と っ て い る こ と，「6〜t1歳の 群」 〉 「12〜14

歳の 群 」 〉 「15〜17歳の 群」 の 順 に 高値 とな っ て い る こ

とがわ か る．こ れ に よ り環境別 で は 養護学校群 ほ ど，年

齢層別 に は 低 年齢 層 ほ ど，1軸 に 大 きく寄与 して い る こ

と が わ か る．同 じ く 1 軸で は ， その 係数が 各年齢層 と

もほ と ん どの 群で 男子 よ りも女子が高値 を と っ て い る こ

とか ら，男女間の 嗜好パ タ ーン の 違 い が相対的 に 寄与 し

て い る こ とが わ か る．Fig．3 の カ テ ゴ リ
ー

の 数旦の 散布

図 か ら，カ テ ゴ リーの 配置をみ る と，養護学校群 の 多 く

は 第 1 ，第 4 象限 に，対照群は 第 2 ，第 3 象限に 布置 さ

れ て い る よ うす が観察され る．養護学校群で は ， 6 群 そ

れ ぞれ が 少 し離れ て は い るが類似 した と こ ろ に 位置 して

お り，対照 群 で は 6 群が ほ ぱ 置カ 所 に 集約 され て お り ，

年齢差 ， 性差 に 比ぺ ，学校群差が 大きい こ とが わ か る．

また 「且5〜且7歳」 の 養護学校群 は，男子，女子 と も対照

群に 近い 2 次元 空間上 に 布置され て い る こ とが知 られ る．

次 に 個体の 数1 の 散布図に み られ る食品の 位置を ， 上 記

の 6群と対応 させ る と，6群それ ぞれ が 占有す る嗜好食

品 に 重な りは あ る もの の ，カ テ ゴ リ
ーご と に 嗜好パ タ

・一・

ソ に 特徴が み られ る．養護学校群（6〜tl歳，12〜t4歳）

の 嗜好食品 と して ， 1軸で 正の 係数を と っ て い る ポ テ ト

チ ッ プ，塩 ざか な，チ ョ
コ レ

ー
トな どが あげられ る が，

対応する食品数は 少 な くな っ て い た．とれ に対 して ， 対

照群 の嗜好食品 と して は ， 1軸で 負の 係数を と っ て い る

グ レ ープ フ ル ーツ ，梅 干 し，夏 み か ん ，a 一グル ト，レ

モ ン ，た ら こ，漬け もの，塩か らな どが 読み 取れ ，その

多 くは酸 ・塩味食品 とな っ て い た．6 品 目の 酸味食品す

べ て が 対照群の 嗜好食品 とな っ て い る こ とが 目立 つ 特徴

と して指摘 で きる．

Tab 昼e 　2．　Eigenva置ucs 　and 　score5 　 assigned 　 to 　cate ・

　　　　 gories　and 　 scores 　 a35igncd こo 　individuals

　　　　 of 　the 　I　2　groups　according 匠o　sex 　and 　age

Eigenvalues1

辱axis II−ax ｛s III−axis

0．264 0，205 0．150

Scores　assigned 　to　catcgories1

−aXisIl −axis

Control　groups

　Malc　 （6−−11）
　Fcmalc （6〜且1）
　Male 　 （且2〜14）

　Female （且2〜取4）
　Ma 亅c 　 （且5〜置7）

　 Femaic　（15〜且7）

一
〇LOI6 　　　

− 0．058
− 0．304　　　　　0．200
− 0，445　　　　− 0．210
− 0．532　　　　　0．且08
− 2．20且　　　一〇。822
− 0，933　　　　一α 418

Gtoups　with 　rnental 　and 　phySical　diSorders

Male 　 （6〜1且）
Female　（　6〜11）
Male　 （12〜14）
Femate　（12〜且4）
Male　 （15〜17）
Female　（聖5〜且7）

（ ） age ．

Scores 　assigned 　 to 　individuals

　3．066　　　 0，200
　 1．370　　

− 1，軅 1

　1，724　　　　　　0，299
　1，533　　　　　0．980
　0．200　　 − 1．008
− 0．263　　　　　0．7BO

1−axi5 　　　 11−axis

1．Youkan

2。Manju

3．Candies

生　Ice　crcam

5，Chocotatc

6．　Short　cake
7．Na盤 umikan

8．　Hassaku

9．Umebq6hi （salted 　sour 　Plum ）

10．Yogurl

直1．Lemon

且2．Grapefruit

l3．　PotatO　chips
14．　Shiokara（salted 　squid 　gut）
且5．　Sahed 　Konbu

l6．　Salted　vegetablc
17，　Sa1に d　poHak 　roe

18．　Salted飴 h

19．Celery
20．Green 　tea

21．Swect　pcpper

22．　Parsley
23．Ceffcc

　O．173

　0．　671
− O．279
一

α 868

　 1，525
− 0．0且5
− 0」308

　0．146
− O．　722
− 1．305
− L437
− 0」312

　 ｝．169
− 1．2星9
− 0．333
− 0」868
− 0．607
　2．217

　0」258

　 1，282
　 1．686
　0，427
− 0．975

一〇」662
− 1．240
− 0．746
一

α 且86
− 0．820
　 1．753

　0，165
− 0．228
− 0，0S7
− 0．148
− 0，492
− 0．366
　 2．566
− O．　OO1
　 2．702
− 0，星86
　0．　404
− 0．596
− O．573
− 0，亘65
− O．579
− O．113
− 0，988

Control　grouPS　consiSt 　of 　schcol 　children
，
　junior　and

scnior 　high　5chool 　pupils　i皿 Okayarna 　City．　 The 　23
items　of 　taste　prcference　dcgree　calcUlated 　1セom 　sur ・
vey 　data　wcrc 　analyzed 　by　Hayashi，

s （tVantification
MethOd 　III．
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　 4）　障害別の 食味嗜好 パ タ
ー

ン

　 Table　3 は 養護学校 の 障害群を前掲 の よ うに 分類 し，

Table 艮 に な らい 食味平均嗜好度 を示 し た もの で あ る．

障害群 と対照群を比較す る と，23品 目の ほ とん どの 食品

に つ い て ， 障害 群 が対照群 に 比ぺ て低値傾向を示 して お

り，嗜好度 IC差があ る こ とが うか が え る．こ れ らの 平均

値と標準偏差か らは 障害群の お お よそ の 嗜好傾向を知 る

こ と しか で きなし、 　そ こ で Tabtc　3 に 示 した各食品 の

12 の カ テ ゴ リーに 対す る食味平均嗜好度データ を，数量

化 皿 類に よ っ て 解析した ．得 られ た 固有値 ，
カ テ ゴ リ

ー
数量，個 体の 数量 は それ ぞれ 以 下 に 示 す Table 　4 の

とお りで あ っ た．こ こ で も2 次 元 の 数量 まで と りあげ る

こ と に した．カ テ ゴ リ
ー
敬量 お よび個体の 数量を 2 次 元

空間 に 図示す る と，Fig．4 が得 られ る．カ テ ゴ リー数量

に み られ る よ うに，1 軸の 係教 で は脳性小児麻痺，ダ ウ

ン 症候群，屋攣症候群 （男子）の 障害 を も っ た群で 正 の

値，痙攣症候群 （女子 ），精神遅滞，自閉症の 降害 を も

っ た 群お よ び 対照群で 負の 値 と な っ て い る こ とが わ か る．

こ の こ とか ら，1 軸 で は 障害の 度合 に よ る嗜好 パ タ ーン

の 違 い が 相対的に 寄与 して い る もの と解釈で きる．同 じ

く 1 軸 の 係数 で は 且2の カ テ ゴ リ
ー

の 配置 に 系統だ て た

傾向が認め られ な い こ とか ら，明解な解釈が 得 ら れ な か

っ た．Fig・4 の カ テ ゴ リーの 数量の 散布図か ら，カ テ ゴ

リ
ー

の 配置をみ る と，重度の 器質的な 合併症を伴う脳 性

小 児麻痺，ダ ウ ソ 症候群，痙攣症候群 （男子）の 5群 は

第 1，第 4 象限 に，屋攣症候群 （女子 ），精神遅滞，自

閉症 ，対 照 群 の 7 群 は 第 2 ，第 3 象 限 に 布置 され て お り，

ほ ぼ 二 つ の ク ラ ス タ ーに 分離 し て い る よ うすが 観察 さ れ

る．痙攣症候群で は男子 と女 子の カ テ ゴ リ
ー

の 位置関係

に か な りの 距 離が認め られ ，嗜好に 性 差 が 存在す る こ と

が知 られ る，さ らに Fig．4 の r．つ の 散布図を照 合 し て，

障害群 の 嗜好食品を散布状況か ら観察した．脳 性小児麻

Tablc　3．　Taglc　preference 　degvee　o 『the 　12greup ；

Male

（】ontrot9

「oup

〔π 司 001

Au しistic9
「oup

（魔 ＝32）

　 Menta 且

retarded 　grOUP
　　（tl＝281

Epileptic9
「oup

〔躍＝301

Group 　with

　 Down ’
s

syndromc

　（n＝13）

　L　 Youkan

2．Ma 啝

3．Candies

4．　 Ice　cream

5．ChocolatC
6．　Shor【cake

7．Natsumikan
8，Hassaku

9」　Umeboshi

10，Yogurt
且且．Lemon

12．G 【apefruit

且3，　Potato　chips

14．　Shio  ra

15．　Salted　Konbu

！6．　salt◎【l　vegetable

17．　Salted　Pdlak 　r  

18．　Salted　f3h
19．Gelery
20．Grcen　tea

21．Swee 噫pepper
22．Parlcy

2S，　 Coffec

3．75± 1，31

3．88± 1，22

4．24± 0，96

4．75±α 61

4．24 ± 1．09

4．65 ± O，70

3，94± 1，14

3．84± 且．22

3．40 ± 1．39

4，54 ±0，77

4，05± 呈，13

4．33± α99

4．50±0．72

3．01 ± 1，47

3．29± 1．45

3．71± 1．25

3．43士 1，5 且

3．55 ± 艮．32

2．59 ± 1．43

4。14±0，96

3，08± 且．43

2．68 ± 1．37
4．22士 1．18

2．72 ：ヒ1．37

3，13± L47

3，69± 1，36

4．69± 0．81

4．75± 0．75

4．28± 1，童0

3，38± 且，54

3．97± 且．36

1，84± 1．20

3，53± 1，7星

2，97：上且．55

3，72± 1，44

4．56± 0．93

置．72± 且．33

2，88士 i，60

2，75± 1，56

2．50 ± ｝．60

4．03 ± 1，21

1，81 ± L24

4．38 ±0．82
2．78ヨヒ1．62

2．00 ± 1、37

3．81 ± 1．21

3．15± L29
3，23 ± 且．45

4，19± 置．21

4，62±0L　92
4，38± 1，00

4．54 ±O．75

3，35 ± 1．33

3．92 ± 1．33

3．04 ± i．48

4．15± 星．10

3．28± 1，04

3，8艮± 1．36
4，62 ±0，88

2，65 ± 且．57

2，96 ± 1．45

3．69 ± 且．17

2，92 ± 且．27

3．78 ± 1，25

2．46± 1．37
4，42 ±O」84
3．19± 1，36

2．31± 1．10

3．50 ± 艮．18

3．17± L46

3．50± 1．38

3．50± 1．55

4．10± 1．09

4．23± 藍．19

4．20± 1，06

3．17± 置．39

3．63± 1．45

2．匡0± 1．35

3．93± 1．36

2．43± L3 且

3．03± ！，52
4，33± 0，92

2．且7± 【，32

2．87± 置，43

3．70± 1．39
2．87± 匸，46

3．60 ± 1．17

1，93± 且．17

4．60 ±0，62

3，53 ± 1．1且

2，03 ± 1，16

2．87± 且．63

3．oo ± 且．4且

3．69 ± 1．07

2．35 ± 1，且0

4，69 ±0，61
4．00± 0．68

4．54± 0．63

2．69 ± 量．38

3．08 ± 1．14

i．85± 且．03

4．妬 ±0．50

2，38± L44

3，08 ± 1，苴4
4，62 ± 0，62
1．69 ± 1．14

2．77 ± 1．25

3．08± 1，21
2．69士 1，59

3，85 ± 0．86

且．69± O，91

3，31± 1．07
2．92± 0，83

1．69± O．99

2．77± 【，且9

Mean ± SD ．　Valucs　 were 　 ca 】culated 　from　a　survey 　on 　taste　preference．　Control　groups　consis 【 of 　sc卜ool 　children
，
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養謹 学 校 児 童生 徒 の 食 味嗜好 性

痺，ダ ウ ン 症 候詳，痙攣症候群 （男子）の 障害をもっ た

群 の 嗜好 食品 と し て ，1 軸で 正の 大 きい 係数を と っ て い

る まん じゅ う，よ うか ん が あげ られ ，甘 味食 品 で あ る

が，こ れ らの 群 に の み 対応す る食品数 は 少なくな っ て い

た．こ れ に 苅 して ，痙攣 症 候群 （女 子 ），精神遅滞，白

閉症の 障害を もっ た 群お よ び 対照 群の 嗜 好 食品 と して は，

1軸で 負の 係数を とっ て い る夏み か ん．レ モ ア ，は っ さ

く，ポ テ トチ ッ プ，塩 か ら，た らこ ，ア イ ス ク リーム な

どが あ げ られ ， その 多くは 醸 ・塩味食品とな っ て い た．

また 6 品 目の 酸味食品の すべ て が対照群を 含む上記 の 7

群の 嗜好 食品 とな っ て い た．

　本 研究で は 養護学校群お よ び 対照群あわ せ て 且，046 名

（年齢 6〜17 歳） に お け る食味嗜好調 査を 資料 と し て，

性 ・年齢，障 害別 の 各 味嗜好度の 比 較な らび に 数跫 化 皿

類を行 っ て 性 別 ・年齢別，障害別 の 食味嗜好パ タ ー
ン を

検，吋した．

　上 記の Fig・1 の 結果か ら，性 ・年齢 別 の 比 較 で は，

養護学校群 （6〜n 歳， 12〜14歳）は 対照 の 小
・中学生

に 比べ ，い ずれ の 群間で も有意 に 低値 を示 し た が，養護

学 校群 （15〜17歳 ） と対照 の 高 校 生 との 間 に は 有意差の

認め られ な い 群間が 多か っ た，こ れ らの こ とか ら養護学

校 群，と くに低年齢層 （6〜11歳，12〜14歳） で は 食嗜

好，食欲 求 に対す る関心 が低 く，食情報，食体験 も少 な

い こ とが うか が わ れた ． しか し，養護学 校 群 （15〜t7

歳） で は 食体験の 幅 も広 が り， 対照群 との 食文化，食体

験 の 差がほ とん どな くな っ た もの と考え られ る．とこ ろ

で酸味食品 に対す る嗜好度 で は ， 養護 学校群 は 対照の

小
・中 ・高校 生 に 比 べ て，い ず れ の 群 間に お い て も有意

に 低 値を示 し，酸 味は 養 護 学 校 群 と対照 群 の 嗜好 度の 差

が 3味 の 中で 最 もk きい 傾向を 示 した．こ の こ とは 次に

あげ る 3味の 特性か ら首肯で きよ う．甘味 は 糖 ・エ ネ ル

rte　一．代謝 とか か わ り合い，塩味 は 体内総 ナ ト リ ウ ム 量 や

according 吐o　the 　kinds　o 『disorders　on 【he 　23　hems　of 責bodFcma

］c

G
黙 嵩

‘h
　 c ・ nt ・・

嵩 　　・尸温

AUtistic9
「 oup

（陀 一31

　 　M　 ental

Tetarded 　grOUP
　　（n − 17｝

EpilePllc9
「oup

〔n
＝9）

Group　with

　Down ’
ssyndrome

　 〈n ＝・9〕

Group 　Wlth

　 cerebra 鹽

　 pa ］s）
’

　 （nt ＿3．

3．14± 1，88

4，00 ± L60

3，71 ± 1．39

3．43 ± 1．40

3，86 ± 1．55

4．29± 1．39

3．29± 1，67

3．57± 1．68

2．57± 苴．05

4．29± 1．03

2．00± 1．41

2．86：辷1．73

3．57 ± 1．50

2．！4± 1．12

1．71±0，88

4．14± 0．83

2．29± 1．亘6
3．29± 1．16

2．14± 1，46

3，43 ±0．90

3．71 ±0．70

2．43 ± 1．50

2，71ヨヒ豊．67

2．85 ± 1．49

3．31± 1、42

4，47二辷0．76

4．87± 0．51

4，51±α 89
4．57 ± 1，04

4．22士 0．95

4，19±0，99

3．77 ± 且．34

4，47 ± 1．03

4．22± 1．10

4．46± 0．89

4、48 ± 0、98
2．64± 1．49

3．29 ± 1，35
4．02 ± 1．05

3，52 ± 1，45

3．66 ± 1，且8
2．14± 1，38

4．31±〔）−79

2，83 ± 置．50

2．28土 苴．36
3．89± 1．28

2，67 ± 1，70

4，00 ±0，82

4．33± O．47

5，00±0．00

5，00±0．00
4．67± 0，47

3，67± 監．25
5，00± 0．00

1．67± 0．94

4．67± 0、47

4．00± 0．00

5，00± 0．00

5．00土 0．00
1．00土 0．00

2．33±0．92

2．00± 1，41

1．67 ±0．94

4，00±0，82
2．00± 0．82

3．33±0．47

3．ODコ：且．63

且．33±0．47

3．00± 1，63

2．83± 1，29

2，94 ± 匪，16

3．　88± 0，90

4．35±0，84

4，24±1，16
4．且8± O．92

3．53± 1，14

3，94 ± 1，16

2，7且± 1，49

3．71± 1，40

2，65± 1．23

3．94 ± 1，00

4．3且±O．92
2，4且± L46
3，53 ± 1，29

3，65 ± 1．49

3，06 ± 1．26

3，35± 1．41

2．42 ‡ 1．19

4．29± 1．07

3．29 ± 1．23

2，35± 1，13

3，48 士 1．29

2．44± 1、34

3．11± 1．20

4．00± 1、且8

4．00± 亘．05

4．44±0．83
4．33± 1，25

3．56± 1．26

3，89± 0．99

2．89 ± 1．45

4．22± 0．92

3．22± 1．里3

3．89± 且．29

4．78± 0．42

2．22± 1，31
3，00± 且．15

3．56 ± 0．83

3，00 ± 1，63

3．89 ±0．99

2．44 ± 1，34

4，00 ± 0，67

3，00 ± 1．4且

2，56± 亘，26

3．i1± 1，45

3．22 ± 1．40

3．22 ± 1．40

3．44 ± 夏．42

4，67± 0．47

4．44± 0．68
4．33± 1．05

2．56± 0．96

2．67± 0．47
2．44± 萱．亘6

3，78± 1．13

3，00± 璽．25
3，56 ±0，96

4．33±0．94

！．78± 0．92
2．89± 0．74

3．22± 0．79

2．78±0．92

3．67± 0，82

2．00± 0．82

3．89± 0．74

2，78±0．42

2．00±0．67

3．44±0．96

3．oo ± 且．oo
4．oo ± i．oo

3．50±0，50

4．oo±1，00
4．00 ± 1，00

5．00± 0．00
2．00± 1，00
2，50 土 1，50

2．00 土 1，00
2．00 ± 1．00

2．00 ± 1．00

［．50 ± 0，50

4．50 ±0．50

3．00 ±0．00

3．50±0．50
4．oo ± 1．oo
2．50± 1．50
4，00± 0．00
2，00± 1，00

5．00± 0．00

3．oo± 1，00

2．00± 1．00

3．00± 0．00

junior　and 　scnior 　high　school 　pupils　l皿 Okayama 　City．
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Table 　4．　 Eigenvalues　and 　scores 　 assigned 　 to　 cate ・

　　　　 gories　and 　 scores 　assigned 　to　individual5

　　　　 0f　the　12　groups 　according 　t・ the 　kinds・ f
　 　 　 　 disorders

Eigenva塵ucs1

．axis II−aXis III−axi5

0，223 0．216 0．且32

Scorcs　assigned 吐o　calegories

置．axisII −axis

Male

　Gontrol　group
　AuIistic　group
　 Mental　re 巳arded 　gro叩

　Epi且ep 【ic　group
　Group 　wi 山 Dow 星ゴs　syndrome

　Group　w 弖1h　ccrebra ）pa）sy

Female

　 Conlr（）l　group
　Audslic　group
　 Men 重a［relarded 　group
　 Epileptic　group

　Group 　with 　1）own
’
s　syndromc

　 Group 　wilh 　ccrebral 　palsy

一α 040　　　　− 0，L23
一

置．422　　　　　0L　244
− O．152　　　

− 0，227
　3．178　　　− 0．41且
　O．　583　 　　 2，789
　 置．932　　　一α 377

一
α 627　　　

一
α 395

− 0，744　　　　　 1．262
− 0．223　　　

− 1．926
− O，805　　　　

− 0，594
　 i．031　　　　　0．589
　 0．790　　　　　1．238

Scores　assigned 　Io 五nd 三viduals

1，axis 　　　　　　II−ax 貢s

1．Youkan

2．Manju

3．Candlcs

4．Ice　cream

5．Chocotate
6．　Short　cakc

7．NatSumikan

8．Hassaku

9．Umcboshi （satted 　sour 　plu叫

10、Yogur ユ

11．Lemon

且2，Grape『ruit

且3．　Potato　chips
14．　Shiokara（salted 　squid 　guり

15．　Saltcd　Konbu

l6，　Sa】【cd 　vegetable

l7，　Salted　ponak　roe

18．　Salted　fish

19，　Cetery
20．Green【ea

2L　Swect　pepper
22．　Parsley

23，Coff　e

　 1、913
　 2．OI2
− 0，758
− O．718
− 1．314
− 0．067
− 0．433
− L．090
　0．足87
　 0．044
− 1，0D蛋
一

〇．997
− O．　640
− 0．216
− 0．797
　 L191

　 0，547
− 0．618
　 0．360
　 0．590

　 2．744
　 0．187
− 0，702

　 1．070
　 1．572
− 0．719
　 1，268
　0，309
　 L631
− 0．580
− 0．547
− L307
　 0」719
− 0．033
− 1．093
　 1．124
− 0．727
　 0．045
− 0．758
− 0，950
　 置．685
　 0．606
− 0，498
− 1．583
− L307
− 0，667

Control　groupS　consist 　ofsc 』ool 　children ，　junjor　and

senior 　h重gh　school 　pupils　in　Okayama　City．　 The 　23
items　of 　1as に preference　degree　calcula 【ed 　frOm 甜 r・
vey 　dala　were 　analyzeCl 　by　Hayashrs　 quanti儡c飢 ion
Mcthod　III．

S2

ナ ト リ ウ ム 平 衡 維 持 に 関 与 して い る と い わ れ る
1σ 15，．

Desor ら
ie⊃

は，乳児 の 検査 を行い ，甘味噌好 が 生後 10

日強で 現れ る こ とを報告 して い る．また これ まで の動物

実 験
17朋 ｝

に お い て も，ナ ト リ ウ ム 飢餓に な る と塩味が噌

好選択されて い る．この よ うに甘味 ， 塩味 は生理的に も

要求 される 味覚で あ り，普遍的か つ 生得的 な味覚の一つ

で あ る が，酸味 は こ れ ら 2 味に 比ぺ る と，比 較 的 生理 状

態 に 影響され ない 味覚で あ り，多種の 文化的，社 会 的 な

食生 活 環境の 影 響を 受け やす い 味覚要 素 とされ てい る．

　Fig・2 に 見 られ る よ うに 障害別 に 各味嗜好度 を比較 し

た 結果 ， ほ ぼ 器質的障害群 く自閉症群 ， 精神遅滞群 く 対

照群の 順に 低値を示し，対照群との 間 に それぞれ有意差

を示 し た 群間が ほ とん どあ っ た，障害の 重い 群ほ ど対照

群との 嗜好度の 差が大ぎい 傾 向を示 し，こ こ で も食経験

に よ っ て得 られ た 習得的な食欲求が乏 しい こ とが考察 さ

れ る．Fig・1，2 の 酸味食品に 対 す る嗜好度 では，年齢

別，障害別 い ずれ の 分 類 に お い て も養護学 校群は対 照 群

に 比べ
， 有意lc低値を示 した が ，

　 Fig．3
，
4 の 諸結 果 で

も6品 目す べ て の 酸味食品が対照群の 嗜好食品とな っ て

い た．また Fig．1，2 で養護 学校低 年齢層群，器質的 障

害群 は 食味嗜好度が 全般 に 低値で あっ た が ，
Fig．3，4 の

散布図 に お い て もそ れ らの 群 に 対応す る食品数は 少な く

な っ て い た．

　 つ い で 被検者の 食味嗜好パ タ ーン を把握す る た め に ，

性
・
年齢，障害別 に 数量 化 皿 類に よ る分析を行い

， カ

テ ゴ リ ーの 配置お よび嗜好 食品 の 分布状 況 を観察 した．

カ テ ゴ リーお よ び個体に 付与す る数量 の 大 きさ か ら，

1軸 では それ ぞれ 養護学校群 と対照 群の 嗜好バ タ ーン の

違 い や，障害の 度 合 に よ る嗜好差 が 相対的 に 寄与 して い

たが，皿 軸 以降 に つ い て は 顕著な解釈が得 られ なか っ

た，養護学校群 （6〜t4歳）の 嗜好食品として は，塩 ざ

か な，チ ョ
コ レ ート な ど，対照 群お よ び 養護学校群 （15

〜t7歳 ）の 嗜 好食品 の 多 くは ，塩 ・
酸味食品 と な っ て い

た （Fig．31．また 脳 性 小 児麻痺群，ダ ウ ン 症候群被検者

群，痙攣症候被検者群 （男子）の 嗜好食品 と して は 甘味

食品，塵攣症候群被検者群 （女子），精神遅滞群，自閉

症群，対照群の 嗜好食品の 多くは塩 ・酸味食品とな っ て

い た （Fig・4）．な お 養護学校群 （6〜14歳），器質障害

群 の 嗜好食品 として は 上 記の 食品が 空 間 布置 し て い た

が，対 応す る食品数は か な り少なくな っ て い た．こ こ で

Fig．4 の 屋攣症候群の 嗜好 パ タ ーソ に 顕著 な 性差 が 見

られ た の は，痙攣 症 候 群患児 に 投与され る 抗痙攣剤
n ）

（phenobarbital，　diphenylhydantoinな ど）の 体内で の 代

謝 に関与 して い る の で は な い か と推測 され る．と こ ろ で

（214）
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養 護学校児童 生 徒の 食味嗜好性

TabLe ］，2 か らもわ か る よ うに ，被検者の 年齢別 ・障害

別の 食味嗜好の 特後 は 食味平均嗜好度 と標準偏差 か ら，

概略 を知 る こ とが で きる もの の ， こ の よ うに 数量化 皿

類を適用 し て食品項 目間 の 関連性を情報 の 損失な く縮約

表現 し，よ り客観的な再現性 の 期待で きる評価を得た と

考え る．

　4． 要　 豹

　 1） 養護学校 群 146名 （年齢 6〜17歳） お よ び 対照 群

900名 （年齢 6〜17歳）を 被検者 と し て，甘 ・
酸

・塩 ・

苦味食品 に つ い て 食味嗜好調査を 行 っ た、

　 2）　 被 検者 を年 齢 別 ，障 害別 に 類 別 し，甘 ・酸 ・塩味

食品に 対す る嗜好度 を 比較した．年齢別で は ，養護学校

群 （6〜11歳，12〜且4 歳）は 対照 の 小 ・中学生 に 比べ ，

い ずれ の 群間で も有意に 低値 を 示 し た が，養護学校群

（15〜17歳） と対照 の 高校生 と の 間 で は ほ とん ど 有意差

が み られ な か っ た．こ れ らか ら養護 学 校群 は ，年 齢 別 で

は 低 年齢層ほ ど，障 害別 佇こ は 障 害の 重 い 群 ほ ど，食嗜好，

食体験，食欲求が 乏 しい こ とが 考 察 され る．

　3）　食味平 均 嗜 好 度 を 変 量 と して ，性 ・年齢，障害別

に 数量化 皿 類に よ る 分析結果，養護学校群 と 対照群の

嗜好パ タ
ー

ン の 相違や，障害の 度合 に よ る嗜好差が認め

られ た ，脳 性 小児麻痺群，ダ ウ ソ 症候群被検者群，痙攣

症候群 被検者群 （男子） の 嗜好食品として は 甘味食品が

あ げ られ，痙攣症候群被 検 者群 （女子），精神遅滞群，

自閉症群 ， 対照群の 嗜好食品 で は そ の 多 くは塩 ・
酸味食

品 とな っ て い る こ とが定 量 的 に 2 次元 空間 上 に 分 類
・観

察 で きた．
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